
第１０回「実証的なモラル・サイエンス」研究集会（共催：科学研究費補助金基盤研究Ｂ（24330077）

「日本の労働市場の非正規化とその厚生分析への構造推定アプローチ」）	
 

日時	
 2016	
 年	
 3	
 月	
 11	
 日(金)-12	
 日(土)	
 	
 

会場	
 日本福祉大学	
 東海キャンパス	
 5 階	
 会議室 1・2	
 

	
 

3 月 11 日(金)	
 	
 

ビジネスミーティング	
 (8:00-8:50)	
 今後の研究会のあり方に関する事前打ち合わせ	
 	
 

	
 

開会の辞（9:00-9:05）田中隆一（東京大学）	
 

	
 

セッション１	
 司会:	
 牛島光一（筑波大学）	
 

報告１（9:05-9:50）姜哲敏（筑波大学大学院）	
 

「大気環境の改善はどれくらいの便益をもたらすか：自動車排気ガス規制を用いた検証」	
 

報告２（9:50-10:35）辻本隆宏（筑波大学大学院）	
 

「紛争が子供の健康に与える影響:マリの第2次トゥアレグ反乱	
 (1990-94)の事例」	
 

	
 

休憩	
 10:35-10:50	
 

	
 

セッション２	
 司会:	
 鶴田芳貴（青山学院大学）	
 

報告３（10:50-11:35）菊地雄太（横浜国立大学大学院）	
 

“The	
 Impact	
 of	
 University	
 Reform	
 on	
 Research	
 Performance:	
 Evidence	
 from	
 the	
 Partial	
 

Privatization	
 (Corporatization)	
 of	
 Japanese	
 National	
 Universities”	
 

報告４（11:35-12:20）窪田康平（山形大学）	
 

“Credit	
 Constraints,	
 Education,	
 and	
 Intergenerational	
 Mobility:	
 Evidence	
 form	
 U.S.	
 

Survey	
 Data”	
 

	
 

昼食	
 12:20-13:50	
 

	
 

セッション３	
 司会:高木真吾（北海道大学）	
 

報告５（13:50-14:35）福元健太郎（学習院大学）	
 

“Gender	
 Gap	
 in	
 Voter	
 Turnout	
 by	
 Moon	
 Age:	
 A	
 Circular	
 Data	
 Analysis”	
 

報告６（14:35-15:20）荒井弘毅（秀明大学）	
 



“Construction	
 industry	
 and	
 (dis)economies	
 of	
 scope”	
 （森本恵美（徳島大学）との共

著）	
 

	
 

休憩	
 15:20-15:35	
 

	
 

セッション４	
 司会:村澤康友（甲南大学）	
 

報告７（15:35-16:20）高良佑樹（北海道大学大学院）	
 

“Do	
 Cultural	
 Differences	
 Affect	
 the	
 Trade	
 of	
 Cultural	
 Goods?	
 -	
 A	
 Study	
 in	
 the	
 Trade	
 

of	
 Music	
 -”（高木真吾（北海道大学）との共著）	
 

報告８（16:20-17:05）牛冰（医療科学研究所）	
 

「健康保険の事業主負担についての一考察	
 ―	
 健康保険組合の財務データを用いた検証	
 ―」

（吉田あつしとの共著）	
 

	
 

セッション５	
 司会:	
 遠藤秀紀（日本福祉大学）	
 

報告９（17:05-18:00）フラッシュトークセッション	
 

鶴田芳貴（青山学院大学）、牛島光一（筑波大学）、川村顕（筑波大学）、村澤康友（甲南大学）、

鹿野繁樹（大阪府立大学）、西田喜平次（兵庫医療大学）、田中隆一（東京大学）、遠藤秀紀（日

本福祉大学）	
 

	
 

懇親会	
 18:30	
 

	
 

3 月 12 日(土)	
 	
 

セッション６	
 司会:鹿野繁樹（大阪府立大学）	
 

報告１０（9:30-10:15）木暮克夫（大阪大学）	
 

“Some	
 Remarks	
 on	
 the	
 Causal	
 Inference	
 for	
 Historical	
 Impacts”	
 

報告１１（10:15-11:00）三橋平（慶応大学）	
 

“Missing	
 Contenders:	
 Competitive	
 Asymmetry	
 and	
 Organizational	
 Inattentiveness	
 to	
 

Potential	
 Competitive	
 Threats”	
 

	
 

休憩	
 11:00-11:15	
 

報告１２（11:15-12:00）若林緑（東北大学）	
 



“Does	
 a	
 Mother’s	
 Early	
 Return	
 to	
 Work	
 After	
 Childbirth	
 Improve	
 Her	
 Future	
 Employment	
 

Status?:	
 A	
 Quasi-experiment	
 Using	
 Japanese	
 Data”（暮石渉（国立社会保障・人口問題研

究所）、コリン・マッケンジー（慶応大学）、坂田圭（立命館大学）との共著）	
 

	
 

閉会の辞（12:00-12:10）田中隆一（東京大学）	
 

	
 

会場	
 日本福祉大学	
 東海キャンパス	
 5 階	
 会議室 1・2	
 

住所	
 〒477-0031	
 愛知県東海市大田町川南新田 229	
 

最寄駅	
 名古屋鉄道常滑線	
 太田川駅	
 

※アクセス案内：http://www.n-fukushi.ac.jp/campus/tokai/acsess.html	
 

※キャンパスまでは、北改札口を出て西にお進み下さい（徒歩6〜7分）	
 

	
 


